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人の虚偽検出能力に関するメタ分析 (Bond & DePaulo , 2006) からは、その検出精度はチャンスレ





これまで、虚偽行動の生成に関わるモデルとして、多要因モデル (Zuckerman DePaulo , & 
Rosenthal, 1981)、自己呈示モデル (DePaulo， 1992; DePaulo et al., 2003) 、 Interpersonal Deception 












Andersson, Strömwall, & Harwig, 2004) は、虚偽検出に用いる手がかりが一般人とは異なることが報

























第 2 章では、第 l 章で提案したモデルの起点部分になる“嘘に関する信念"の構造について検討を
行った。
研究 1 では、非言語行動を含めた全体的な信念の構造と、内的体験の差異から予測される性差につい



























































いられていた内容分析の基準である Criteria-Based Content Analysis (CBCA; Steller & Köhnken, 
1989) の比較を行った。参加者は、 1 日目に“実際の出来事"もしくは“実際には起きていない嘘の出





















嘘の陳述で構造が単純化する理由は 3 つ考えられる。 1 つは、嘘をつく際に原記憶が欠如しているこ
とに由来する。嘘をつく場合、原記憶のない状態から陳述内容を構成する必要があるため、陳述の構造


























と予測されていた。研究 6 の参加者は、研究 3 、 4 で示された“ストラテジー"と対応した“手がかり"
を用いて陳述の真実性を判断していたが、その検出精度は 5 割台であった。この数値は、 Bond & 
DePaulo (2006) のレビューで報告された約 2 万 4 千人の虚偽検出の精度と同程度である。以上のこと
から、人が真実性の判断のために用いる言語的な手がかりの多くは、情報の送り手が意図的な統制を加
えうる行動であり、そのことが虚偽検出の精度の低下を招く要因になっていると結論づけた。










まず、第 l 章で仮定したモデルと先行知見から“有効に機能する虚偽検出基準の 5 条件"を設定した。
5 つの条件の l つ目の条件は、嘘をつくことで、実際に真実と比べて基準となる行動が増加/減少する
ことである。 2 つ目の条件は、基準となる行動の出現頻度が高いことである。 3 つ目の条件は、基準と
なる行動の出現が明白で、あり、基準の評定者間一致率が高いことである。 4 つ日の条件は、基準となる
行動が、嘘をつく側の用いる行動統制によって影響を受けないことである。 5 つ目の条件は、虚偽検出
の手続きが比較的容易なことである。この 5 つの条件に、 5 章で検討した“形態素解析による基準"、
“CBCA 基準"、および 4 章で検討した“人による判断"が合致するかどうかを検討したところ、条件




らの条件のうち条件 l が必須である。残りの条件のうち、条件 2 、条件 3 、条件 4 を兼ね備えていても、





のみに焦点を当てている。 Mann， V rij , & Bull (2004) の実験では、正答率が高い参加者の11%が直感





研究 7~9 の結果を統合した指標である効果量 (d) は .86 と高い値であった。この結果は、 150以上あ




















章以降では、提案されたモデルについて 9 つの調査と実験に基づく研究が行われた。研究 1 および研究
2 では、嘘をつく側と嘘を見抜こうとする側の非言語行動を含めた嘘の手がかりに関する信念の構造が











基準である Criteria-Based Content Analysis (CBCA) と比較された。提案された基準を用いて陳述の
真実性の判別を行ったところ、判別の精度は、 CBCA 基準を用いた判別よりも 10~20%高かった。さ
らに、研究 8 と研究 9 では、陳述の準備時間や陳述した内容の練り直しにかかわらない基準の有効性が
確認された。最後に、本研究で得られた知見から虚偽検出の成功・失敗のモデル、および有効な虚偽検
出基準の条件について総合的に考察が行われた。
以上のように、本研究は虚偽検出の心理学的問題について新たな知見をもたらし、この分野の研究の
発展に貢献するところ大である。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な
資格を有するものと認められる。
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